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8
月
の
人
口
の
う
ご
き

出生男29女56計65

死亡〃14〃17〃91

転入z・102〃75／／177

転出・f77〃72〃149

　

世帯9．170

人口45．494
男21．822女23．672

　

昭和35年度決算

歳入総額4億9，971万円

歳出総額4億9，452万円

　

差引残519万円

　

昭和55年度の

決算が終りまし

た。これによる

と差引519万円

の黒字財政とな

っています。

　

約5億に近い

財政の姿はその

まま市の発展を

あらわすもので

市合併当初（昭

和30年）の2億3，4

40万円に。比べて

2倍以上にもな

っています。そ

のおもな内容は

グラフのようで

す。なおくわし

いことは財政公

表書をごらんく

ださい。

1人当り3．495円

35年度の市の税金

　

県内7市では4番目

　

55年度中に市で使った金を、市民1人当りにしてみると

8．115円で、県内7市で4番目となります。また税金では5，4

95円平均となり，これも7市では4番目

となります。すなわち税金で1人当り

3．495円納めていただき8，115円平均の

事業をおこなつたとい5ことになりま

す。なお県内7市の状況は左のグヲフ

のとおりです。

県下7市の1人当り決算額と税金

一一般会計歳出決算状況

一般会計歳入決算状況

北
美
濃
地
震

　

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
食
糧
を
運
ぶ

現
地
懇
談
会
を
ひ
ら
き
対
策
を
協
議

　

8月19日の北美濃

地震は震源地がきわ

めて近かったため、

市内に大きな被害を

あたえました。とく

に上打肢小池部落で

は、家屋の倒壊や林

産物（わさび、おう

れん）を作る畑地の

全滅などで、今後の

生活の見通しも困難

な状態となりました

　

道路の決壊や山く

ずれなどがいたる所

におこり、交通通信

は全く断たれ孤立の

状態となった同部落

のため、翌20日第1

回調査班が出発、さ

らに22日には市長、

市議会議長が現地を

視察すると共に第2回調査班が急行し

て現地で部落の人たちと懇談会をひら

き今後の対策を協議しました。

　

とくに食糧はわずかしか残っていな

いとのことで、さっそくヘリコプター

の出動を要請して、25日には米を輸送

29日に第2回の輸送をおこない約3か月

分の米の輸送をおわりました。21日に

は市議会も緊急に全員協議会をひらい

て対策を協議し、25日には議員調査団

が池田助役らと共に現地調査をおこな

い、取りあえず市として見舞金をおく

りました。

写真上は、基地有中グランドで米を積

込むヘリコプター。下、道なき道を物

資輸送の市職員。

ぞくぞく愛の救援

　

小池部落の人たちにつぎつぎと救援

の手がのべられています。きようまで

に。市に届けられたお金や物資はつぎの

とおりで、24日にはまだ余震の続くく

ずれた道を、市の職員13名が16Kmの

山道をこれらの物資を背に汗を流して

おくり届けました。

義えん金

50．000円東京都松田大吉

10，000日赤福井支部

10．000県議会議長笠羽清右ヱ門

6．000西谷村

5．000福井市村田玄太郎

1．000福井市連合青年団

物資

毛布10

日用品10組

シャツ1

日赤福井支部

毛布11枚くつ下22足

シャツ11枚くつ11足

ズボン下I1枚タオzレ22枚

雨かつぱ10長じばんI

はかま下1

以上福井県災害救助本部

　

清酒10本勝山市

　

なお大野市婦人会、日赤奉仕団のか

たがたも義えん金集めに活躍、すでに

132．455円を市福祉事務所に委託しま

した。この金はただちに小池中洞地区

のかたがたにおくられました。

商
業
圏
を
調
査

　

兌
月
～
十
月
）

　

商
店
街
の
繁
栄
と
住
民
の
生
活
文
化
の
向

上
を
め
ざ
し
て
、
商
業
圏
の
診
断
を
行
な
う

た
め
の
基
礎
調
査
が
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
調
査
で
は
十
月
末
ま
で
に
次
の
よ
う
な

こ
と
が
ら
を
調
べ
た
う
え
で
、
日
本
商
店
能

率
研
究
所
に
お
く
ら
れ
て
診
断
さ
れ
、
十
一

月
は
じ
め
に
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ

と
勧
告
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

1
商
店
街
の
立
地
お
よ
び
環
境

2
経
済
‥
り
体
の
運
営
状
況

3
商
店
街
の
交
通
量
状
況

4
商
店
街
を
構
成
す
る
個
別
商
店
の
経
営
実

　

態
5
通
行
量
調
査
日
の
地
区
別
売
上
実
態

6
商
店
街
に
対
す
る
顧
客
の
買
物
状
況
調
査

　

以
上
の
ほ
か
関
連
す
る
こ
と
が
ら
を
二
ヵ

月
間
か
か
っ
て
調
査
し
ま
す
。
こ
の
調
査
を

成
功
さ
せ
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
概

的
な
ご
協
力
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

人事異動

　　　　　　　　

（9月1日付）

　　　　　　

事務吏員野崎四郎

保険衛生課長に補する（総務課行政係

長）

　　　　　　

事務吏員松際勇

農務課長に」哺する（保険衛生課長）

　　　　　　

事務吏員斌永慶三郎

農務課長を免ずる総務課勤務を命ずる

　　　　　　

技術吏員朱雀貞男

保険衛生課環境衛生係長に補する

　　　　　　

技術吏員石塚一男

建設課工務係長に補する

　　　　　　

事務吏員松田樵

総務課行政係長に補する（保険衛生課

国民健康保険係長）

　　　　　　

事務吏員松本才市

保険衛生課国民健康保険係長に補する

　

（環境衛生係長）

　　　　　　

農夫斎藤幸雄

　　　　　　

農夫加藤務

技師補を命ずる

　　　　　　　　　　　

北山喜雄

　　　　　　　　　　　

山下与兵衛

農夫を命ずる農場勤務を命ずる

風見鶏

▲
福
井
県
の
セ
ン

（
仙
）
境
で
も
あ
り

白
山
登
山
ル
ー
ト

の
要
点
で
も
あ
る

大
野
市
小
池
部
落

は
、
さ
る
八
月
十
九
日
襲
っ
た
北
美
濃

地
震
に
ょ
っ
て
全
滅
し
た
。
▲
泰
澄
大

師
白
山
開
創
に
ま
っ
わ
る
幾
多
の
伝
説

を
持
ち
、
一
時
は
五
十
戸
近
く
に
も
栄

え
た
小
池
も
、
移
り
変
る
世
の
波
に
抗

し
き
れ
ず
年
々
減
少
し
て
わ
ず
か
に
九

戸
と
な
り
、
最
後
ま
で
生
活
の
灯
を
守

り
っ
づ
け
た
こ
の
九
戸
の
人
た
ち
す
ら

も
、
永
住
の
地
、
小
池
を
捨
て
て
移
住

の
決
意
を
促
し
た
の
は
、
あ
ま
り
に
も

か
酷
な
地
震
の
故
で
あ
る
。
▲
の
み
な

ら
ず
、
折
悪
し
く
自
山
山
系
1
走
の
登

山
客
も
ひ
と
り
は
不
帰
の
客
と
な
り
、

重
軽
傷
者
を
出
し
た
。
に
わ
が
国
初
の
こ

の
種
の
登
山
遭
難
り
を
つ
づ
っ
た
若
人

た
ち
の
め
い
福
も
心
か
ら
祈
り
た
い
。

▲
交
通
途
絶
と
余
震
の
恐
怖
に
夜
を
明

か
し
た
人
々
た
ち
に
よ
せ
ら
れ
た
同
時

も
、
ま
た
高
価
な
も
の
で
あ
っ
た
。
は

る
か
山
峡
の
雲
間
に
救
援
の
ヘ
リ
コ
。
ベ

タ
ー
の
姿
を
見
た
時
、
ど
ん
な
に
感
激

し
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
慰
問
と
激
励
に

不
遇
な
地
区
の
人
た
ち
も
必
ら
ず
再
起

の
念
を
固
く
誓
わ
れ
た
こ
と
と
信
じ
る

▲
そ
れ
に
し
て
も
わ
が
国
は
地
震
が
多

い
。
統
計
に
よ
る
と
有
感
地
震
（
人
体

に
感
ず
る
地
震
）
が
一
千
回
か
ら
二
千

回
、
無
感
覚
地
震
は
三
千
回
内
外
で
、

計
約
五
千
回
内
外
の
地
震
が
お
き
て
い

る
。
一
日
に
す
る
と
十
数
回
の
地
震
が

ど
こ
か
で
起
っ
て
い
る
わ
け
だ
。
▲
地

震
の
こ
と
は
古
来
わ
が
国
に
は
「
な
い

」
と
い
う
成
語
が
あ
り
、
地
震
に
よ
っ

て
地
面
が
揺
れ
る
の
を
「
な
い
ふ
る
」

と
い
っ
た
。
地
震
現
象
は
古
来
衆
人
恐

怖
の
対
象
で
あ
っ
た
た
め
、
絶
大
の
関

心
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
結
果
が
あ

ま
り
に
セ
イ
惨
で
あ
る
た
め
に
、
こ
れ

を
科
学
的
に
探
究
し
よ
う
と
企
て
た
も

の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
い
ず
れ
の
国
民

も
す
べ
て
こ
れ
を
神
意
に
帰
し
た
。
わ

が
国
で
も
幾
多
の
伝
説
、
俗
説
が
あ
る

が
、
最
近
地
1
学
の
進
歩
で
科
学
的
な

研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
何
よ

り
喜
ば
し
い
こ
と
だ
。
▲
地
震
の
予
知

こ
そ
、
け
っ
き
よ
く
地
震
学
最
後
の
目

的
で
あ
り
、
地
震
学
者
と
し
て
は
常
に

念
頭
を
離
れ
ぬ
問
題
で
も
あ
ろ
う
。
と

同
時
に
地
震
に
対
す
る
生
活
の
合
理
化

が
平
常
な
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

い
い
古
さ
れ
た
言
葉
だ
が
「
天
災
は
忘

れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
は
け
だ
し

至
言
で
あ
る
。



被害は20億円をこえる

　

さる8月19日午後2時59分突然、大地

をゆさふつた北美濃地震は、市内いた

る所に大きな被害をのこしました。

　

この地震は震動4、最大振嘸東西56

ミリ上下38ミリの横に揺れた地震で、

戦後では昭和23年の福井大震災につい

で4番目に大きな地震であつたといわ

れます。震源地（白山附近）に近い五箇

地域の被害はとくに大きく、上打波小

池部落では山くずれで民家が谷応こ押

し流される悲感なもので、被害総額は

20直を上回るといわれています。市関

係のおもな被害はつぎのよ5です。

林務関係4．868万円

　

林道のこわれた箇所84ヵ所、3．370

万円（みの又53ヵ所で1．700万円、嵐17

カ所で600万円、谷山16ヵ所で600万円

亥向谷16ヵ所で400万円、湯の谷2ヵ所

で70万円）

　

林産物、林業施設、1．498円。（わさ

び畑1．8ベクタール360万、おうれん畑

6ベクターzレ270万、木材6．440立方メ

ートzレ690万、索道その他178万）

農地関係412万5千円

　

あぜなどのこわれたものは77ヵ所で

235万4千円（上打波46ヵ所、嵐18ヵ所

上庄7ヵ所、阪谷5ヵ所）農喋施設のこ

われたもの14ヵ所、177万1千円（水路

は五箇で5ヵ所、小山5ヵ所、農道は4

ヵ所）
常宿Baai7ヵ妬ク5671’円

（下打改嵐線5ヵ所75万．桜久保中洞

線6ヵ所110万、その他6ヵ所81万

家屋の全壊および大、中破したもの

12戸
（小池部落T）全壊合掌喜代松

△大破和歌次松、武内広、山田継司

山腰高男。加藤喜之助、和歌そめ。

△中破加藤助蔵、加藤出蔵。

　

（中洞）田刈子太郎、大谷きよ。鳩が

　

湯

写真上は、全壊した合掌さんの住宅。

右、県道勝原、打波間の地割れ。

小池部落から

移住を陳情

　

26日小池部落の代表は今後の対策に

ついて陳情のため市役所をおとずれま

した。同部落ではこれまで主としてわ

さび、おうれんなどを作つて収入源と

していましたが、今度の地震でこれら

の畑が全滅し復旧の見通しも困難で、

今後の生活が不安なため平たん地に移

住したい希望をもち、このための生業

資金や移住先のあつせんなどについて

市の援助をお願いしたいと陳情されま

した。

9月1日から市金庫の取扱いは大野

信用金庫になりました。

老人の日をむかえて

　

9月15日は「老人の日」です。昔光

明皇后が不幸な老人や病人を救うため

に。悲田院をつくられた日に。ちなんで、

毎年9月15日を中央社会福祉協議会で

老人の日とさだめ、つづく一週間を老

人週間としたものです。この日を中心

にして毎年青年団や婦人会などの手に

よって敬老会が催されます。

市長が米寿をお祝い

　

市内で今年米寿を迎える方は18名あ

ります。15日にはこれらの方を市長が

訪問して長寿のお祝いと記念品をおく

ります。なお米寿をむかえられる方は

次のとおりです。

　

篠座上、松涌志ゆん。旭西、山内き

　

くゑ。四番下、松田すき。曙、中村

芳。荒井町、清水徳松。中津川、明

石いを。下麻生島、村中すぎ。上野

林儀右工門。七板、中兼きり。蕨生

大原原おみ。友兼、杉本イッ。医王

寺、田中きみ。中据、羽生忍夫。木

ノ本、山田たつ。上若生子、広沢み

か。中島いと。和光園、宝木いと。

盛田きん。

家具建具展示会

　

第4回福井県家輿・建具・塗装展示会

は8月25，26日、有終西校講堂でおこ

なわれました。この展示会には県下各

地から500点余りが出品され、大きな

講堂一ばいに陳列され、いろいろと趣

向をこらしての作品に多くの人たちが

見とれていました。（写真は展示会場

の一部）

大野一福井間

即時通話開通

森広市長らが記念通話

　

電話，qT舎の新築とと乱こ8月！3日

から市内の電話は自動式に切替えられ

ました。またこれまで1時間以上生か

かることがあった大野―福井

間の電話が即時通話となり、

この開通記念式が8月12日午

前目時から行なわれました。

　

局長から経過の概要が説明

され、森広市長から市民の宿

望が達せられ、大野の産業、

文化の発肺こ大きく寄与する

ことになろうと感謝の辞がの

べられ、このあと森広市長や

玉村商工会認所会頭らによっ

て記念J勇話が附なわれました。

電報電話局

庁舎が完成

　

昨年3月着工以来完成を忽いでいた

電報電話局の新十舎は、このほどりつ

はにできあがり、8月22日有終西咬で

落心式か行ないました。総工費2（a9．68

9．y千円を費やし1年5ヵ月かかつて完

成、建皆2j26．13平方メーいレ、機械

回と交商窒よ冷暖房笠置も咆されてい

ます。また磯破室には温湿度調幣装置

もなされ、職員厚生咆設も完備したす

ばらい、ヽものです。

新しい雷話番号

市役所の電謡番号が次のよ沁こ

かわりました

市役所代表6－3600

載：側出張所6―2501

小山出張所6－2468

下市出張所6―2142

上庄出張所6－4001

富田出張所6―4101

駈有委ほ包6－2105

富田診療所6－4103

消防署6－2503

ツベルクリン反応とBCG

轄稽婁施日程表

9月7日1～3時ッ反上庄小学校

”1～9騰ツ反T太の本分校

9日I～5時判定上庄小学校

。1～9暗判ま太の太分校

19日1～7時ッ反T五条方分校

／〃I～2時ッ反庄林分校

14日1～5時ッ反下庄小学校

”1～5時ッ反富田小学校

い；日1～9路判ま五条方分校

・1～2時判定庄林分校

坏、日1～9紡判宗下庄小学校

”1～9時判定富田小学校

IR日1～9時ッ厦‘蕨牛．小学校

19日1～3時ッ反阪谷小学校

20日I～2時判定蕨生小学校

21日ト弓時判定阪谷小学校

25日1～3時ッ反大野公民館

　　　　　　　　　

南校校下

26日1～3時ッ反大野公民館

　　　　　　　　　　

丙紛紛下

27日1～3時半綻大野公民館

　　　　　　　　　

咆校校下

28日I～3時判定大野公民館

　　　　　　　　　

西校校下

10月2日10～11時ッ反五箇出張所

”1～2時ッ反五箇診療所

”1～2時ツ反六呂師校

3日1～2時ッ反小山咬

z／I～2時ッ反乾側校

4日10～I1時判定五i出張所

1～2時判定五箇診療所

同1～2時判定六呂師

5日1～2時判定小山校

・yl～2時判定乾側校

経口生ワクチン

5。890人が投与受ける

　

夏から秋にかけて発生しやすい小児

マヒの予防にそなえて、7月末から8月

にかけて、経口（飲む）生ワクチンの無料

投与を各地区で行い゛ました。この生ワ

クチン投与は、生後3ヵ月から4学校

3年生までの乳幼児を対象に行なった

もので市内6．900人の該当者に対して

5．890人が投与を受けられ、小児マヒ

に対して父ほの関心が高いことがうか

がわれます。この日子供に付きそう母

の表情も明かるく、これで安心といっ

た感じでした。

　

この生ワクチンぱ、今まで行ってい

たソークワクチソ（予防注射）が3回以

上続けなければその免疫効果が少ない

といわれるのに対して、1回でその効

果があるといわれ・ます。

　

（写真は生ワクチンを受ける児童）

Tj尚奨離がグTSI

扇おどり

　

源平の戦いに破れた平家の武士

達の一部は、追手の軍勢からのが

れるべく。人里遠くはなれた辺境

の地へ落ちていった。民謡として

余りにも有名なかの稗っきぶしも、

那須大八が平家の残党を討つべく

九州を訪れた時の、土地の娘との

ロマン。スを秘めたものである。当

市、若生子に仁lわる「扇おどり」

も、平家の落人毫が土着の村人達

に伝えてから800年、盆おどりと

しておどり続けられてきたと言わ

れている。すげ笠をかむり、輪を

つくり、白い扇をひらめかせてお

どるのだが、見る人の心の中に、

普通の盆おどりと違った気品と、

　

7月くれば雲でさえもくだる

　

おれらも行こうやおやざとヘ

　　

ホーイホーイ

とうたわれるメロデーに、栄華の

夢や望郷の念やるかたなき落人た

ちの哀愁がほのかにただようので

ある。

職業案内
【男子】市内

機械卸売店計理事務員I人10．000

　

～20．000円

文房輿卸売店店員2人15～25才

　

7mn～Rnnnni

金物小売業店員1人15～20才

　

6．000円
御材所－材工7人innon～ISnno円

旅客運送会社車掌2人15～20才

　

6．700～7．200円

林業所三輪運転手1人住込15．000

　

円

建設業四輪運転手1人～40才住込

　

15．000～18．000円

クリーこニング店見習2人～25才

　

6．000円

鋳物製造所工員5人6．500～15，000

　

円

電乱工事業電工5人、～25才8．000

　

～i5．000円

自転車修理業修理見習工2人～20才

　

5．000～6．000円

【女子】市内

製材所事務員l人～20才6，000円

食品・ト売店事務員I人6．000～7．000

　

円

生命保険会社事務員1人～20才

　

6．000円

建設業事務員1人～45才7．000～

　

8．000円

金物小売店店員1人～20才5．000円

調理師の講習会
／10月4日－6日
申込は9月21－30日までノ

　

旧福井県調理師条例；こよる免許証を

調理法による免許証に切りかえるため

講習会がひらかれます。本講習会は今

回が最後で受講しない場合は旧条例の

免許証は本年日月8日で効力を失いま

す。旧条例による免許をお持ちの力は

ぜひ受講して下さい。詳しいことは保

健所へお問い合せください。

陸海空

自衛官募集

応募資格身心共に強健で11月1日現

　　

在で磯18歳以上25歳末満の者

受付期間9川日～10月30日

訳験期日10月30H

受験場所大野保健所

志願手続市役所総務課、または、各

　　

出張所に志願票かおりますから、

　　

所要事項を記入して提出してくだ

　　

さい。なお詳細について問いあわ

　　

せは市の総務課へどうぞ。
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